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AfD躍進で動揺する「防火壁」 
今後各種政策へのAfDの影響が強まる可能性 
 

 
○ ドイツで行われた州議会選挙では与党が勢力を後退させた一方、AfDが大きく躍進した。近年の

景気低迷や旧東西ドイツ間の差異が同党の支持拡大要因になっていると推測される 

○ 最大野党として勢いを増すAfDは政権の政策運営にも影響を及ぼし得る。また、同党の勢力拡大

が、主要政党が極右との連携を拒む「防火壁」の維持を難しくしていることも争点になっている 
○ AfDは今後も党勢拡大が予想され、将来的には国政でも「防火壁」の維持が困難となり政権入り

の可能性もある。同党の影響力拡大はドイツのみならず欧州全体の政治・経済に影響するだろう 
 

１．党勢拡大が続くドイツのための選択肢 

ドイツでは、9月にザクセン＝アンハルト州、メクレンブルク＝フォアポンメルン州、ベルリンで州

議会選挙が実施された。メルツ首相率いるキリスト教民主同盟（CDU）は、メクレンブルク＝フォア

ポンメルン州で議席獲得に必要な得票率5％を下回り、結党以来、州レベルで初めて議席がゼロとなる

など、惨敗を喫した（図表1）。選挙結果を受けて、メルツ氏の辞任を求める声も上がるなど、従来か

ら低迷していた同氏への支持と求心力は、一段と低下している。一方で、大きく躍進したのが極右政

党であるドイツのための選択肢（AfD）1だ。特に、ザクセン＝アンハルト州でAfDが単独過半数に迫

図表 1 州・都市州議会の政党別議席占有率 図表 2 連邦議会選挙と欧州議会選挙における

AfDの得票率 

  

（出所）各州ホームページ、各種報道より、みずほ総合研究所

調査部作成 

（出所） infratest dimap、tagesschauより、みずほ総合研

究所調査部作成 
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る議席を獲得したことは、これまでAfDとの連携を拒否してきた主要政党の政治戦略の持続可能性に

関する議論を巻き起こしている。 

このところAfDは、州議会選挙に加え、2024年の欧州議会選挙や昨年の連邦議会選挙でも躍進し、

国政で野党第一党となるなど党勢の拡大を続けている（図表2）。本稿では、AfDの支持拡大の背景を

分析したうえで、今後のドイツ並びに欧州政治・経済への影響を考察する。 

２．旧東西ドイツ間の差異や近年の景気低迷が AfDの支持拡大要因に 

AfDが支持される背景には、旧東西ドイツ間に未だ存在する差異や近年の景気低迷があるとみられ

る。 

ここでは、AfDがどのような層に支持されて勢力を拡大しているのかを確認すべく、中井（2020、

図表 3  AfD支持要因の分析結果 

 
（注）ロジスティック回帰の結果。二値変数（性別、就業者、失業・求職、主夫・主婦、学生）はオッズ比、その他は標準化

オッズ比。カッコ内は標準誤差。***、**、*はそれぞれ有意水準1％、5％、10％を表す 

（出所） 欧州社会調査より、みずほ総合研究所調査部作成 
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2021）および川畑（2024）を参考に、ロジスティック回帰による2つのモデルを用いてAfD支持者の属

性を分析した。結果は図表3の通りだ（使用データや推計方法、結果の解釈については補論を参照）。 

まず、モデル1では説明変数のうち、性別、年齢、学生、自国民主政治満足度、欧州統合支持、移民

が自国文化に与える影響がAfD支持と統計的に有意な関係を持つことが確認された。川畑（2024）は、

モデル1で統計的に有意な結果が得られた変数のうち、自国民主政治満足度、欧州統合支持、移民が自

国文化に与える影響がAfD支持率に影響を及ぼす背景について、旧東西ドイツ間の差異が存在する可

能性を指摘している。図表2・4の通り、AfDは旧東ドイツに属していた新連邦州2で特に支持される傾

向にあることで知られる3。そこで、こうした地域性を踏まえて、モデル1で有意な結果が得られた変

数のうち旧東ドイツ地域の十分なサンプル数を確保できるものに旧東ドイツ地域の回答者を1とする

ダミー変数を乗じた交差項を追加したモデル2を推計した。その結果、自国民主政治満足度、EU統合

支持、移民が自国文化に与える影響について有意な逆相関関係が確認された。これらの変数は、数値

が上昇するほど肯定的な回答である。つまり、特に旧東ドイツ州で自国民主政治への不満や欧州統合

への否定的態度、移民が自国文化に悪影響を及ぼすという懸念がAfD支持と強く結びついていると解

釈できる。 

ドイツは統一から35年が経過してもなお旧東西間の格差が残存している。例えば、一人当たりGDP

の水準は旧東ドイツ州の方が大幅に低いほか、若年層を中心に経済的に豊かな西部への流出が続いて

いることで、西ドイツ地域と比較して人口減少が急速に進んでいる（図表5）。こうした構造的な問題

に加えて、ここ数年の経済状況も東部におけるAfDの支持拡大を後押ししているとみられる。東西の

実質GDPの推移を比較すると、ウクライナ侵攻後、旧東ドイツ地域の方が落ち込みが大きく、両地域

の差が拡大している（図表6）。エネルギーコスト高や対中競争激化等による製造業の低迷に加えて旧

西ドイツ地域対比でウェイトが大きい建設業が高金利や資材価格上昇により低迷していることが背景

とみられる。 

加えて、東西統一が経済や政治面で安定・発展していた旧西ドイツに旧東ドイツが編入される形で

図表 4 州別の AfD支持率 図表 5 ドイツの地域別の一人当たり GDPと人口 

 
 

（出所）dawumより、みずほ総合研究所調査部作成 （注）青細線は旧西ドイツ州、赤細線は旧東ドイツ州の系列 

（出所）Eurostatより、みずほ総合研究所調査部作成 
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行われたことも、旧東ドイツ地域でのAfDの支持拡大につながったとみられる。旧西ドイツ主導の国

家体制整備が行われる過程で、東ドイツ地域の様々な分野の要職に西ドイツのエリート層が流入する

「エリート移転」が生じた。これが、東部出身者が経験や人的ネットワーク、昇進機会を得る余地を

狭め、その後の持続的なキャリアアップの阻害要因になったと言われている4。実際、1990～2020年の

パネルデータを用いて東部出身者の管理職・上級管理職への到達機会を分析したHartmann（2024）に

よれば、東部地域の上級管理職において東部出身者は西部出身者より不利な地位に置かれているとし

ている。この差は学歴、職業経験、産業構造、社会的出身、失業経験等では十分に説明できず、統一

後の「エリート移転」の影響が持続している可能性を指摘している。また、Vogel et al.（2026）は、旧

東ドイツ地域出身者はドイツ人口の約19％を占めるにもかかわらず、同国の様々な分野の指導的ポス

トに占める東部出身者の割合は2024年時点で12.1％にとどまるとしており、依然として顕著な過少代

表が続いていることがうかがえる。 

こうした状況が自国民主政治への不満や政治・経済エリートへの反発につながり、「腐敗したエリ

ート対善良な市民」の構図で既存政府を批判するポピュリズムが拡大する要因になっていると考えら

れる。現に、infratest dimapがザクセン＝アンハルト州で選挙当日に行った調査では、7割強の回答者が

「政治経済が旧西ドイツの人々に強く支配されている」、「旧東ドイツ地域住民は今も二等市民扱い

されている」との認識を示している。さらに、同調査では、旧東ドイツ地域の利益を最も代表できる

政党としてAfDを挙げた回答者の割合が最も多かった（図表7）。こうした結果は、東部住民の間に残

る代表性への不満や既成政治への反発が、AfDへの支持につながる土壌の一つになっていることを示

唆している。 

このような東部出身者の過少代表や二等市民意識は、主に東西統合を主導した旧西ドイツ出身の政

治エリートによって進められてきたEU統合等の政策への不信や不満を強めていると推測される。AfD

はこうした既成政治を批判しており、その訴えが旧東ドイツ地域での支持拡大を促す一因となってい

図表 6 ドイツ：地域別の実質 GDP 図表 7 旧東ドイツ地域の利益を 

最も代表できる政党を問う調査 

  

（出所）ドイツ連邦統計局より、みずほ総合研究所調査部作成 （注）ザクセン＝アンハルト州における調査 

（出所）infratest dimap、tagesschauより、みずほ総合研究
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ると考えられる。 

また、旧東ドイツ地域は歴史的背景から移民が少なく文化的均質性が高いと言われている。このよ

うな社会構造が移民による自国文化への影響に対する懸念と移民受け入れに否定的なAfDの支持に強

く結びついていると考えられる5。  

３．今後、各種政策への AfDの影響が強まる可能性 

以上の複合的な要因からAfDは支持を拡大しているが、こうした傾向は今後も続くと予想される。 

旧東西ドイツ間の政治・経済的格差は短期的に解消可能なものではない。また、財政拡張によるイ

ンフラや防衛向けの投資増加を背景に景気は緩やかに持ち直しているものの、エネルギー価格の高止

まりや中国との競争激化等を背景に、これまでドイツ経済を支えてきた自動車や化学については回復

が見通せない。加えて、中東情勢緊迫化や猛暑の影響6によりインフレが押し上げられている。 Federle 

et al.（2024）は、予想外の物価上振れや景気下振れは急進的な政党の得票率を有意に押し上げると分

析しており、足元の物価上昇はAfDの追い風になり得る（図表8）。これらを踏まえれば、有権者の不

満は残存し、AfDが支持を得やすい状況は続くとみられる。 

また、AfDは旧東ドイツ地域を地盤としながら、特に男性を中心に若年・中年層では居住地域に関

わらず支持を広げている。時系列データを用いているわけではないが、前述のモデル2において年齢と

旧東ドイツダミーの交差項が有意な結果とならなかったことは、こうした状況を示唆している。同党

はSNSを通じた情報発信により、極右という印象を薄め、親しみやすい政党として浸透しているとみ

られる。今後、世代交代が進むことでAfDの支持は旧西ドイツ地域も含めて全国的に拡大することも

想定される。 

AfDは現時点では政権に参加していないものの、支持拡大により最大野党として無視できない勢力

となっている。こうした状況を受けて、与党はAfD

への支持者流出を抑えるため、その政策や主張を

一定程度取り込む必要に迫られるだろう。AfDは、

減税や規制緩和・行政手続き簡素化、エネルギー

コスト削減等に積極的であり、これらの実現に向

けて政権に要求を強めることが想定される。こう

した政策は、家計の可処分所得や企業の事業環境

を改善するほか、エネルギー集約型産業のコスト

負担を軽減することで景気にはプラスの影響を

与えるだろう。 

一方で、AfDが移民問題を争点化し支持を拡大

していることを踏まえれば、移民政策はより厳格

化され得る。実際、ショルツ前政権やメルツ政権

はAfDの支持拡大に押される形で、既に国境管理

や移民抑制策を導入している。AfDの勢力拡大は、

こうした政策の強化を一層促す要因となるだろ

う。移民受入れの厳格化は人手不足を加速させる

図表 8 景気・物価の予想外の変動が 

急進政党の得票率に与える影響 

 
（注）インフレや成長率の予想と実績値の差が＋1％Pt変動し

た場合の急進政党の得票率の変化 

（出所）Federle et al.(2024)より、みずほ総合研究所調査部

作成 
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ほか、外国人材や海外企業にとってのドイツでの就労や投資先としての魅力低下につながることもあ

る。また、AfDは、メルツ政権が年金財政の安定化を目的として検討している支給開始年齢引き上げ

を含む年金改革や、労働時間規制の緩和に反対している。今後、国民の負担増加につながり得るこう

した政策の実現は一層難しくなるだろう。 

EUの政策にも影響が出る可能性がある。ドイツは、欧州委員会が提示した2028～34年の次期EU中期

予算（MFF）案について、既に数千億ユーロ規模の削減を求め、EUの追加的な共同借入にも反対して

いる。EUに懐疑的なAfDの台頭は、ドイツのEU予算の削減を求める立場を強め、次期MFFの合意形成

を一段と難しくする恐れがある。 

AfDは、民族的・文化的・宗教的属性に基づく国民観、党関係者によるナチスを巡る歴史認識に関す

る言動などが問題視されており、ザクセン＝アンハルト州の憲法擁護庁は同州のAfD支部を「確定的

な極右」と分類している7。ナチ党の政権獲得とその後の独裁化という歴史的経験を踏まえて、主要政

党はこうした極右政党の政権参加や法案成立過程での連携を拒否する「防火壁（Brandmauer）」と呼

ばれる方針を維持してきた。しかしながら、今回の州議会選挙では、一部地域で「防火壁」を維持し

AfDを除く政権を組成することが難しくなっている現実を突きつける結果となった。AfDの支持拡大

が今後も予想されることを踏まえれば、こうした展開は将来的に国政においても十分に想定される。 

今回の州議会選挙8のようにAfDが連邦議会でも過半数に迫る議席を得た場合、主要政党が「防火壁」

を維持するには、党派性の異なる複数政党による連立が必要となる。このような状況では連立交渉の

難航・長期化は避けられず、その間政治・政策運営は停滞することになろう。また、政権樹立に成功

しても、連立内で方針がまとまらず政権基盤が不安定化することも考えられる。こうした政治の停滞

や不安定化は政策不確実性を高め、企業の設備投資などを抑制する要因となり得る。 

また、そもそも「防火壁」を維持しない、あるいは（AfDが過半数議席を獲得することで）維持でき

なくなり同党が政権に参加するケースも将来的には想定される9。AfDが政策に直接的に関与すること

になれば、野党として他党の政策修正を促す場合と比べて前述の規制緩和や減税、エネルギー政策見

直し等が加速することで、低迷が続く一部製造業には追い風となるだろう。一方、財政や移民政策に

ついては懸念事項が残る。同党は財政規律を重視する姿勢を示しているものの、その公約は財源の裏

付けが乏しいと言われている10。財政への信認が損なわれることによる金利上昇や財源確保を目的と

する重要政策の予算削減とこれに伴う不確実性上昇のリスクが高まるだろう。移民の流入が大幅に減

少することで人手不足に拍車がかかり、インフレや景気下振れが深刻化するリスクも指摘されている

11。 

AfDはドイツのユーロ圏離脱とマルクの再導入やEUを主権国家間の緩やかな協力枠組みに再編す

ることを主張するなど、国家主権重視の立場からEUに極めて懐疑的だ。こうしたスタンスを踏まえれ

ば、同党が政権に関与する場合、EUの重要政策目標の一つである市場の統合やEUレベルで進む防衛力

強化等の停滞が懸念される12。加えて、親ロシア的な立場をとり、ロシアとの接触がたびたび問題にな

ってきたAfDが政権に加われば、対ロシア制裁やウクライナ支援に関するEU内合意形成が難しくなる

ほか、安全保障上の懸念を抱く他の欧州諸国やEUとの外交関係悪化も予想される。 

第二次世界大戦後、極右勢力の政権参加を抑制する政治的・制度的枠組みを維持してきたが、AfD

の勢力拡大はこうした枠組みに強い圧力をかけており、ドイツ政治は大きな曲がり角を迎えている。

AfDの支持拡大は、ドイツのみならず欧州全体の政治・経済に影響を及ぼし得る。それだけに、州議会
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選挙後の政局がどのように展開するのか、AfDがメルツ政権下の連邦政治でどこまで影響力を拡大す

るのか、そして与党をはじめとする主要政党が「防火壁」を維持しつつ有権者の不満にいかに応える

のかは、重要な焦点となろう。 

 

補論 

（１） 推計に用いたデータ 

政治・社会・経済に関する態度および個人の属性について国際比較可能な個票データを提供する欧

州社会調査（ESS）が、2023年から2024年にかけて実施した調査のデータを使用した。なお、今回の分

析は特定の支持政党を持つ回答者のデータのみを用いている。 

（２） 推計手法と結果の解釈 

被説明変数にAfDを支持する者を1それ以外を0とする二値変数を、説明変数には回答者の基本的な

社会経済属性を規定する年齢（実数）、性別（男性＝1）、所得（1～10の値をとり、10が最も高所得）、

教育水準（1～8の値をとり、8が最も高学歴）、職業状況（就業者、失業者、主夫・主婦、年金生活者、

障がい・疾病のそれぞれを1とする二値変数）に加えて、自己生活満足度（0～10の値をとり、10が最

も満足度が高い）、自国経済満足度（0～10の値をとり、10が最も満足度が高い）、自国民主政治満足

度（0～10の値をとり、10が最も満足度が高い）、欧州統合支持（0～10の値をとり、10が最も統合を

支持）、伝統重視（1～6の値をとり、6が最も伝統重視）、規範重視（1～6の値をとり、6が最も規範

重視）、愛国心（0～10の値をとり、10が最も愛国心が強い）、自由重視（1～6の値をとり、6が最も

自由重視）、移民が自国経済に与える影響（0～10の値をとり、10が最も肯定的）、移民が自国文化に

与える影響（0～10の値をとり、10が最も肯定的）などの回答者の政治志向や移民への態度を表す変数

を採用し、ロジスティック回帰を行った。また、モデル2には旧東ドイツ地域に居住する回答者を1と

するダミー変数を追加している。なお、二値変数以外の説明変数の尺度は一様ではなく、係数の大小

比較に適さないため、標準化したうえで推計を行っている。 

図表3にまとめた結果の解釈については次の通りだ。モデル1の自国民主政治満足度を例にとると、

同変数が1標準偏差上昇するとAfDを支持するオッズ（＝AfD支持の起こりやすさ）は26％に低下する。

すなわち、自国の民主政治に対する満足度が高い人ほどAfDを支持しにくく、逆に民主政治への不満

が強い人ほどAfDを支持する傾向があることを示している。また、二値変数については、例えばモデ

ル1の性別であれば男性のAfDを支持するオッズは女性の235％（2.35倍）となることを意味する。 
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1 もともと AfD は、欧州債務危機の際にメルケル政権による南欧諸国への救済措置に不満を抱く経済学者らを中心に結成され、

「教授政党」とも呼ばれていた。当初は EU やユーロ圏からの離脱など、主に経済・通貨政策を掲げており、必ずしも現在のよ

うな排外主義的な政党ではなかったと言われている。しかし、その後は党内で右派的勢力が強くなったことに加え、シリアなど

から多くの難民が流入した 2015 年の欧州難民危機と、当時のメルケル政権による移民・難民政策への世論の反発を背景に排外

主義的な主張を前面に押し出す政党へと変質していった 
2 メクレンブルク＝フォアポンメルン州、ブランデンブルク州、ザクセン＝アンハルト州、ザクセン州、テューリンゲン州 
3 現在、AfD が州議会第一党となっているテューリンゲン州、ザクセン＝アンハルト州、メクレンブルク＝フォアポンメルン州

はいずれも新連邦州だ 
4 田中（2019） 
5 Arzheimer（2017）は、旧東ドイツ地域では戦後から東西統一前までドイツ社会主義統一党（SED）が支配的地位を占め、政党

間競争や自由選挙を経験してこなかったため、西ドイツのような特定政党への長期的な帰属意識が形成されにくかったと指摘し

ている。そのため、統一後に CDU や SPD などの西ドイツの政党が活動を拡大しても強固で安定した支持基盤を築くことは容易

ではなく、AfD のような新興政党が支持を獲得しやすい条件の一つになったとみられる 
6 猛暑が欧州の経済・物価に与える影響については川畑・北川（2026）を参照 
7 また、全国的にも、連邦憲法擁護庁は 2025 年に AfD 全体を「確定的な極右」と位置付けた（現在は司法判断が出るまで保留

されている） 
8 ドイツでは、州政府の構成員が連邦参議院（上院）において各州を代表する仕組みとなっている。各州には人口に応じて 3～6
票が配分され、法案等の審議・議決を通じて州の利害を連邦政治に反映する。今回の州議会選挙後に AfD が州政府に参画すれ

ば、連邦参議院における審議や投票を通じて連邦政治にも直接的に影響を及ぼすことになる。なお、各州の票は分割せず一括し

て投じなければならず、州政府を構成する政党間で投票方針を統一できない場合、当該州は事実上棄権となる 
9 「防火壁」を維持することで、AfD に「主要政党が民意を軽視している」という批判材料を与え、かえって同党を勢いづかせ

ているとも言われている 
10 Dorsch et al.（2026）は、AfD がザクセン＝アンハルト州議会選挙で打ち出していた公約を実現する場合、少なくとも年間で

22 億ユーロ（同州の税収の約 4 分の 1 に相当）の財源が不足すると試算している 
11 ザクセン＝アンハルト州を分析対象とした Gropp and Reifschneider（2026）は、AfD 主導の州政権成立に伴って排外的な政治

風土が強まり、移民の流入が減少すれば、2027～31 年の 5 年間で約 1 万 4,000 人の追加的な人手不足が生じ、18～32 億ユーロ

（同州 GDP の約 2～4％）の付加価値が失われると試算している。なお、Dorsch et al.（2026）についても言えることだが、州支

部と連邦レベルではスタンスの相違点も多いため単純化はできない点には留意が必要だ 
12 自国の主権強化や治安維持等の目的での防衛費増額には賛成している 
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